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大阪広域水道企業団議会 

議長 浅岡 正広 様 

門真市議会議長 五味 聖二 

 

「一団体一議席を前提に公平性の観点から、格差是正のために大規模団体にも配慮できる議席配

分（案）」について 

 

令和 3 年 8 月 5 日付けで依頼のありました「一団体一議席を前提に公平性の観点から、格差是

正のために大規模団体にも配慮できる議席配分（案）」につきまして、門真市議会として以下のと

おり提案させていただきます。 

 

１．議員定数に対する基本的考え 

 門真市議会としての大阪広域水道企業団議会の定数に対する基本的な考え方につきましては、

令和 2 年 10 月のアンケートにもお答えしましたように、「構成団体全て 1 議席の 42 議席とする

ことが最良だと考えますが、最終的に全会一致が図れるならば、人口や受水量を考慮した定数配

分も了とする」との考えに変わりはありません。 

 現状の議員定数は、全ての団体から議員を選出することができないこと、とりわけ今年度は大

規模団体の東大阪市から議員を選出できていないという極めて「公平性」に欠ける現状があるこ

と、統合が進むごとに議席配分等の議論に無駄な時間が費やされていることは到底市民の理解を

得ることができないことなど解決すべき多くの課題があること、現在 10 団体が令和 6 年度の事

業統合を見据え協議中であり、来年 1 月にも覚書を締結する団体が想定される中で、スピード感

をもって結論を見出すことが求められると考えます。 

 

２．この間の経緯も踏まえた議席配分（案） 

 「一団体一議席を前提とした議員定数」については、平成 25 年 5 月臨時会で設置された議員定

数等調査委員会で熱心に議論されましたが結論が見いだされず、その後統合団体が 14 団体となる

中で、令和 2 年 8 月 18 日に再開された定数等調査委員会において改めて議論が行われ残念なが

ら結論が見いだされませんでしたが、「大規模団体にも配慮できる議席配分」について協議される

こととなりました。 

 この課題については、平成 25 年 5 月臨時会で設置された議員定数等調査委員会において、報酬

や会場費等にいついても合わせて具体的に議論された経緯があり、そこで出された案について改

めて議論することで結論が見いだせるものと考えます。 

 よって、門真市議会としましては、現在の議員定数等と違いはあるものの、当時議論された「企

業団議会構成案（議論再開に当たってのたたき台）」（別紙参照）を議席配分案として議論してい

ただくことを提案いたします。 

別紙 ７ 






